
（別添）                                           平 成 １ ６ 年   ５ 月 

経済産業省中小企業庁 

 

平成１５年度商店街実態調査の概要 

 

１．調査結果のポイント 

 

○商店街の景況は、引き続き厳しい状況 

 ① 停滞または衰退している商店街は９６．６％を占める。 

一方、繁栄している商店街は２．３％。 （第１図） 

 ② 地域型、近隣型の商店街ほど、衰退している割合が高い。 （第３表） 

○人材育成や個店の改善が課題 

 ① 商店街の大きな問題点は、「経営者の高齢化等による後継者難」６７．１％、「魅力のある店舗が少な

い」６６．３％の２項目の割合が高い。 

 ② 前回調査までは、「大規模店との競合」が大きな問題点であったが、今回は「後継者難」や「個店の改

善」が問題となっている。 （第５表） 

 ③ 今後強化する必要がある事業は「個店の改善・活性化」が６８．５％と最も高い。 （第２図） 

 

２．主な調査の概要 

 

①商店街の平均構成員数は５６名、平均店舗数は５３店舗 

 

第１表 商店街の平均構成員数と平均店舗数 

調査年度 商店街の平均構成員数 商店街の平均店舗数 

平成１２年度 ４５．７４名 ５６．２０店舗 

平成１５年度 ４３．６６名 ５３．３４店舗 

 

②商店街の空き店舗率は７．３１％（平均空き店舗数は３．９０店舗） 

 

第２表 空き店舗率（過年度比較） 

年度 空き店舗率 前回調査比 

平成７年度 ６．８７％ － 

平成１２年度 ８．５３％ １．６６％ 

平成１５年度 ７．３１％ ▲１．２２％ 

※商店街タイプ別
1

の空き店舗率  近隣型商店街 ７．９６％ 広域型商店街 ５．３０％

地域型商店街 ７．６３％ 超広域型商店街 １．８１％

（注） 空き店舗比率の低下は、以前空き店舗だったものが、駐車場や住宅等となり減少したことも寄与しているものと考え

られる。 

                                            
1 商店街の商業集積のタイプについて以下の説明をつけて調査を行った。 

１．近隣型商店街： 最寄品中心で地元主婦が日用品などを徒歩または自転車などにより日常性の買い物をする商店街 

２．地域型商店街： 最寄品店及び買回り品店が混在し、近隣型商店街よりもやや広い範囲から、徒歩、自転車、バス等で来街す

る商店街 

３．広域型商店街： 百貨店、量販店等を含む大型店があり、最寄品店より買回り品店が多い商店街 

４．超広域型商店街： 百貨店、量販店等を含む大型店があり、有名専門店、高級専門店を中心に構成され、遠距離からの来街者

が買い物をする商店街 

- 1 - 



③商店街の最近の景況感 

第１図 商店街の最近の景況（ＳＡ） 第３表 商店街タイプ別の景況感 
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第４表 最近の景況（過年度比較） 

 繁栄している 停滞している 衰退している 無回答 

平成７年度 ２．７％ ４３．６％ ５１．１％ ２．６％ 

平成１２年度 ２．２％ ５２．８％ ３８．６％ ６．３％ 

平成１５年度 ２．３％ ５３．４％ ４３．２％ １．２％ 

 

④商店街の問題と取り組み 

 

第５表 商店街における大きな問題2 

回答割合

順位 
平成２年度 平成７年度 平成１２年度 平成１５年度 

１位 

駐車場がない 

 

 （４１．４％） 

大規模店に客足がとられ

ている 

 （７５．７％）

魅力ある店舗が少ない 

 

 （７２．８％） 

経営者の高齢化等によ

る後継者難 

 （６７．１％）

２位 

域外の大規模小売店舗

に客足がとられている 

 （３８．５％） 

後継者難 

 

 （６３．９％）

大規模店に客足がとられ

ている 

 （７２．３％） 

魅力ある店舗が少ない 

 

 （６６．３％）

３位 

全般的に店舗規模が過

小 

 （３８．５％） 

大規模店出店ラッシュに

押され気味 

 （６０．６％）

商店街活動への商業者

の参加意識が薄い 

 （６５．０％） 

商店街活動への商業者

の参加意識が薄い 

 （５５．７％）

４位 

業種構成に問題がある 

 

 （２５．７％） 

商圏人口の減少 

 

 （５７．５％）

経営者の高齢化等によ

る後継者難 

 （６１．６％） 

核となる店舗がない 

 

 （５１．８％）

５位 

非商店が多いため、商店

街が断続的である 

 （２１．８％） 

駐車場がない 

 

 （５４．３％）

大規模店に押され気味 

 

 （５８．８％） 

店舗の老朽化・陳腐化

 

 （４８．２％）

６位 

商店の歯抜け現象が進

行 

 （２０．７％） 

（まちづくりに対する）住民

の参加意識が薄い 

 （５２．７％）

商圏人口の減少 

 

 （５６．４＆） 

駐車場の不足 

 

 （３７．２％）

７位 

後継者難 

 

 （１８．３％） 

全般に店舗規模が過小

 

 （５１．６％）

駐車場がない 

 

 （５４．０％） 

大規模店との競合 

 

 （３６．９％）

                                            
2  （平成２年度調査） 商店街の当面している問題点として、２３項目から３つに○をつける 

 （平成７年度調査） 商店街の大きな問題点として、２４項目について「大きな問題である」「大きな問題ではない」のいずれかに○を

つける 

 （平成１２年度調査） 商店街の大きな問題点として、２６項目について「大きな問題である」「大きな問題ではない」のいずれかに○を

つける 

 （平成１５年度調査） 商店街の大きな問題点として、１３項目から○をつける 
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第２図 今後取り組みを強化する必要がある事業（ＭＡ） 
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３．調査の概要 

 

調査対象 商店街（商店街振興組合、事業協同組合、任意団体） 

調査方法 郵送による発送・回収 

調査時点 平成１５年１０月１日現在 

調査期間 アンケートの発送（平成１５年１０月２７日） 

発送数 ８，０００ 

調査票の回収 

・アンケートの締め切り 

（督促ハガキを発送し、平成１５年１２月２６日回収分迄を有効とした） 

・有効回答数３，４５５（４３．２％） 
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